
新年度、中止になった行事も動きだしました。

求人開始

４月に入り、コロナウイルスのまん延防止も解除された事により、この１年～
２年開催を見送ってきた会合や集まりが開催される案内も少しづつ届き始めま
した。まだ、１回の会食での人数制限のお願いなどもありますが、人と人が対
面出来る機会が戻ってきつつあります。４月１６日（土）には、弊社のゴルフ
コンペも２年ぶりにようやく開催できますが、パーティー会場で表彰式まで開
催できることを願うばかりです。ここで気を許すと、また感染が広がり、緊急
事態に逆戻りする可能性もゼロでは無い事を頭に置きながらではありますが、
『日常が少しずつ戻ってきた』この事を素直に喜びたいですね。

求む！積算人員！
★岩永社長：最近営業の奮闘もあり、ＢＩＭを使った特殊鉄骨案件が爆増！！
　　　　　　もちろん九州第一工業が誇るＢＩＭマスターの出番！なのですが大変
　　　　　　に忙しそう････でもギブアップ寸前、カウント２．５で返してきます！

★黒木常務：先日福岡での仕事が重なり珍しく福岡に宿泊！夜、食事に行く事に。
　　　　　　いつも車で帰るからお酒は飲まないのだと思っていましたのが「ほん
　　　　　　とに飲めんとよ」････すいません。うそだと思ってました（汗）

★牧坂顧問：前総務部長の牧坂さん、現在も総務顧問として、毎月一回会計処理の
　　　　　　チェックをお手伝い頂いています。「もう私の出番はいいやろ（笑）」
　　　　　　なんて言われてますが、もうちょっと来てもらおっかな（笑）

ここ３年、営業部に田中君と松尾君、工務部に原井君、総務部に私大神と
藤田さんと思い返せば５名の人員補強を行い、社内の若返りを図ってきま
した！そして今回は、積算の
人員を募集いたします。自社
ホームページにも求人ページ
を開設！求人用のＣＭなんて
物も作ってみました。４月か
らインターネット求人サービ
スも活用しております。今回
も良い縁に恵まれる様に期待
しております。

この春リリース(予定)

求む！
ご縁！

http://www.ksdi.jp

『ダウンロード』ページに急げ！

只今、社内は絶賛内職中！みんな手が空いたら製本用ホッチキス『ホッチ
くる』を片手にバチバチ製本しています。

Ａ３の両面印刷で出力し、

　二つ折り後に、ホッチくるで製本
みんなで内職作業中！！

長らくお待たせしました！お待たせし過ぎたかもしれません！やります詐欺
寸前だったかも知れませんが、新・施工実績集！ついに日の目を浴びる日が
きました！完成致しました！しかも、製作途中で『もう施工集の材料使って
会社概要も一緒に新しくしようか！』と一緒に制作しまして、同時リリース

ほんとにこんな感じです(笑)社員一同心を込めて手作業を行っています。
いち早く見たい！と言われる方へは、弊社のホームページでもＷＥＢ版を
公開しております！

けちんぼ
総務の

新･施工実績集 完成
新･会社概要のおまけ付き

となりました。内容は
施工実績集が４０ペー
ジ、会社概要は８ペー
ジの資料となっており、
制作、編集、校正、印
刷から製本まですべて
の工程を社内制作！時
間がある時にコピー機
をフル回転し、みんな
で製本作業(汗)。大変
ですが、コスト安！！
あと、必要な時に印刷
して新しい物を使う事
が出来るので、最新情
報を常に更新させてお
けば、使う時は常に新
しい情報になっている
利点があります。

Ａ３の両面印刷で出力し、

　二つ折り後に、ホッチくるで製本
みんなで内職作業中！！

営業「出張に持っていくので在庫がないです！」
総務「よし！増刷だ！、は～い！手が空く人集合！」
経理「紙が無くなりました！」
総務「今注文したらアスクルは「今日くる」！」

雲仙市小浜体育館雲仙市小浜体育館災害時
にも

　対応
可能！

４月に入り桜前線と共に竣工の話題が届きました！長崎県の島原半島西側、
小浜温泉で知られる湯の町の『雲仙市小浜体育館』が竣工致しました。
海沿いのとても景観の良い場所で、外観もとてもオシャレでＧｏｏｄ！！
今回は、サブアリーナの鉄骨を施工させて頂き、白を基調にした室内ですっ
きりした鉄骨で広さを十分に感じます。また、この体育館のすごさは災害時
でも対応が可能なように、避難所としての機能が備わっている点です。

雲仙で採用された事は本当にうれしいです！

耐震性に優れている事は勿
論ですが、屋外に設置され
たベンチには『かまどベン
チ』が採用されており、ベ
ンチの座面を外すとかまど
に早変わり、屋外での炊き
出しなどに活用できるよう
になるなど、全国各地の避
難所での教訓、まだ記憶に
新しい地元で発生した災害
の教訓が生かされているよ
うに感じ取れます。

『雲仙』と言えば平成２年１１月１７日、雲仙普賢岳(うんぜんふげんだけ)

で噴煙が上がり、平成８年６月の噴火活動終息宣言まで約６年もの間、度
重なる大規模土石流、大規模火砕流、火山地震が発生し、死者４０名、建
物被害 ２,５１１棟と火山被害としては極めて悲惨な災害が発生した場所
で、その記憶は若い世代の心にも爪痕を残しています。
それだけに、自然災害を受け避難所の重要性を体感し理解している地域で、
災害時でも対応出来る施設の建設工事にて、その一部でも九州第一工業の
鉄骨工法が採用されたことは、とても光栄に思います。
今回の工事も、弊社の施工実績として誇りに思える工事実績を積ませて頂
く事が出来ました。今後、本州や東日本方面で、被害を受けた多数の地域
で採用される工法となる様、皆様のお力添えも頂きながら、
頑張って参ります。
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